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職業生涯に OR 的視点を
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転職いまむかし

いろいろの職業を転々として人生経験を豊かに

する者は，文土志望でもなければ， r尻軽」として

あまり高い評価を受けていなかったのは，ついさ

きごろまでの話である.その作家志望氏にしたと

ころで，なにがしかの文学的業績会あげてはじめ

て，その労苦がむくわれるわけで，中途にして挫

折した椀にはこと欠かない.月なみのサラヲーマ

ンの場合は，いったん某社に就職したら定年まで

勤めあげ，定年後は関連会社で第二の職業人生，

という就職コースがこれまでの主流であった.

しかし，その封鎖的雇用慣行も労働力不足で部

分的ながら修正され，中小企業から大企業への転

織のチャンスの増加，あるいはその逆のケースな

ど，労働力の琉動化の進んだのも高変成長期の所

産であった.もっと華々しいケ{スとして説サラ

という非雇用化による転職も見られた.かくして

最近は，転職経験を持つ者は能力合買われて，あ

るいは能力を生かしてそうしたという積極的評価

も高い.それは当然で、ある.

転職の実態

人穏だれしも，現在の職場では，なにがしかの

不満を持っていても，転織してその不満がうまく

解消できる自信に乏しく，機会をつかんで行動す

るふんぎりがつかなかったという例が多いのが実

情である.就業構造基本調査によれば，昭和49年
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現在で転職希望者は219万人(率にして約ラ%)に

も達している.

それでは岡本人は職業生涯で狭い路線を強制さ

れているかと雷えば，かならずしもそうとも

ない.まず，転職の実態をながめてみよう.

わが障では，転職という概念は勤務先の変更を

意味し，厳密な愛味での職業転換でない場合が多

い.たとえば，外麗人から鞍業をたずねられて，

多くの沼本人は勤務先の企業名をあげることが指

摘されるが，そうした職業観の特異性は，日本の

タテ社会的構造意識とも無関係ではなかろう.

しかし，勤務先を変わる場合でも，職業経験合

活用するケースが多い(とくに事務職員というよ

うな大分類では然りである)とし寸事実，あるい

は逆にマイナーの意味での職業転換なら間一企業

の中においても多々見られる，いわゆる密霊堂転換

という事実がある.前者については，とくにつけ

加えることもないが，後者については若手補足す

る必要があろう.そもそも職業転換への適応、はわ

が国のような一見封鎖的雇用慣行の中でも，縦済

成長，企業の拡大，新技術の導入のもとでの新職

種の出現，経験熟練的職種の消滅等に際しでは，

試行錯誤的に実施されてきたと言える.日本経済

の成長婆踏の i つに高い転換能力が挙げられる

が，このことは労働力の職業遺rc;についても妥当

すると言えよう，こうした事実から職業事長換ある

いは職業生涯の多様化のデータは発掘してみれば

実はあんがい農富なのかもしれない.
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より科学的なアプローチを

経済成長の鈍化が予想される一方，中高年層肥

大の時期にかかって，労働生涯の弾力化という西

欧的発想で，定年延長が期待されている現状は，

職業生涯の問題が従来のような試行錯誤的な対応

では不可能になったことを示している.

従来も，中長期の経済見とおしを立てる場合，

経済の拡大に見合う労働力需要と，交替補充需要

を算出し，これが，労働供給ビへイビアのもとで

可能で、あることをたしかめていた.これにともな

って，労働力の適応を高める再教育や職業訓練の

必要性の指摘もされたが，職業転換は所得の増大

の期待をもともなうため，マグロ的な職業間需給

のバランスは，きわめて楽観的に評価されたので

ある.中高年者の定年後の職業生涯の問題が取り

上げられた場合も所得水準のダウンという面から

の指摘が中心で，職業生涯の完結をはかるという

意識は比較的稀薄であったことも否めない.

最近，新聞の特集記事などで，倒産企業の従業

員の再就職のチャンスが，中高年齢者になるほど

不利で、，所得ダウンの程度も大きいことや，それ

までの職業経歴がまったく評価されないケースの

多いことなどが事倒的に伝えられている.

職業生涯における問題が中高年層中心に大量に

発生し得ることが予測されている折だけに，今後

この問題への取り組みは，事例研究や個別の試行

錯誤的対応でなく，予知的，政策的な対応でなけ

ればならず，計測可能な処理が必要である.その

ため，なによりも事態の解明には計量的処理が必

要になる.再訓練，再教育の潜在的需要を前提と

する上， OR的手法による処理も必要であろう.

しかし，はたしてこうしたOR的視点からの取

り組みを可能とする条件があるであろうか.言う

までもなく，職業観の変化をもともなう労働供給

側の条件にも可変的要因が多く，需要側において

も然りである.ただ，不確定要因と言っても，こ

れに関する情報がまったくないわけではない.需

1976 年 7 月号

要側については，単なる経済成長，労働力需要増

大テンポのみでなく，望ましい成長のもとでの労

働力政策の明確化からの職業別労働力需要想定の

条件は詰められつつある.労働供給側について

も，職業観の追跡調査などの貴重な資産も現に存

在するなど，不確定要因をOR的処理ベースにの

せる条件もないわけではない.かつては名人芸に

よる職業経歴のメリット・デメリットの分析が文

芸的に処理されたが，いまや大量の職業経際のメ

リソト・デメリ y トを分析する計量化技術にはこ

と欠かない.

職業選択の自由とまったく同義語で，職業生涯

の選択の自由は個人的には与えられている.しか

し社会的視点から見た場合，その選択は市場メカ

ニズムの作用で個人のフリ{ハンドはそう大きな

ものではない.事前の情報なしの，あるいは事前

の適応条件の整備なしの対応が，いかほどのリス

クをもたらすものであるか，そのためにも第一次

情報は最低限必要である.あえて中高年層の例に

まつまでもなく，適応力の高い新規学卒者の場合

でもそうである.年によってある産業の人気が高

しその産業の就職戦線は激烈をきわめるという

事態が見られる.競争は一定の条件が充たされた

ときには好ましいことであるが，貴重な人的資産

が過当競争の中で浪費されるとしたら，如何であ

ろうか.OR的視点ですべてに好ましい結果がも

たらされるとは過信すべきではないが， リスクを

最小限に止めるために提供すべき役割はあろう.

さらに中高年層を中心とした職業生涯の完結のた

めの政策の採用に際して決定的な役割を果すこと

があるとすれば， OR的技術の限界を知ったうえ

でなお活用の重要性を強調するのを控える必要は

ないであろう.
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